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1. はじめに
高齢者の骨折は，要介護の入り口といわれており，
厚生労働省の調査によると，要支援者の原因は骨折・
転倒が 11.8%，関節疾患が 10.9%，要支援者から要
介護になる原因は骨折・転倒が 10.9%，関節疾患が
6.8%である [1]．つまり，高齢者の骨折リスクの高
まりを早期に発見して保健行動につなげることで，
高齢者の要介護を減少させることができる．
現在，骨折リスクを簡易的に診断する方法とし
て，FRAX R⃝ (Fracture Risk Assessment Tool) [2]と
FOSTA (Female Osteoporosis Self-assessment Tool for
Asian) [3]が存在する．しかし，FRAX R⃝や FOSTA
は，独自基準による相対的数値で評価しているため，
骨折リスクの絶対的な危険度が不明であり，意識づ
けにつながりにくい．
本研究では，主成分分析 (以下，PCA)を通じて疫
学データから骨折リスクの評価指評と予測マップを
構築し，特定地域における絶対的な評価を目指す．

2. データセットと前処理
鳥取県日野郡日野町において，鳥取大学医学部附
属病院が検診事業で取得した 468名 (60，70歳代)
の疫学データを使用する．データセットには，握力，
筋肉量，歩行速度，歩行時間，立脚時間といった 397
個の要素があり，男性が 182名，女性が 286名 (性
別不明が 1 名) となっている．性別不明の被検者，
分散が 0の要素，重複する要素，アンケート (主観)
に該当する要素，欠損データが 100以上含む要素を
除外して，最終的な分析対象データセットとする．

3. PCAによる骨折リスク要因の抽出
男女別に PCAし，寄与率の高い合成変数 (以下，
主成分)を選び，各主成分において主成分負荷量 (主
成分と解析データとの相関)の大きい要素を選び各
主成分の特徴を見出す．
男女，各々のデータセットに対して PCAを行い，
寄与率が 5%以上となる第 1主成分，第 2主成分，第
3主成分に着目した．その際，男性の，第 1主成分
は，除脂肪量や筋肉量といった要素，第 2主成分は，
体脂肪率や体脂肪率スコアといった要素，第 3主成
分は，歩行周期やステップ時間といった要素の主成
分負荷量が大きいと言う結果になった．つぎに，女
性の，第 1主成分は，筋肉量や除脂肪量の他に脂肪
量や BMIといった要素，第 2主成分は，脚点 (足の
筋肉量を点数で表したもの)，第 3主成分は，立脚
時間や歩行周期といった要素の主成分負荷量が大き
いと言う結果になった．これらをまとめた各主成分

Table 1 : 男女別：各主成分の特徴

男性 女性
第 1主成分 筋肉量 メタボ，筋肉量
第 2主成分 体脂肪率 脚点
第 3主成分 歩行 歩行

の特徴を Table 1に示す．

4. 骨折リスク予測マップ
解析データに対して平均値と標準偏差を用いた正

規化を行い，主成分得点 (主成分のスコア)を算出す
ることで骨折リスク予測マップを作成する．また，
骨折事実の真値がないため，FRAX R⃝と骨折危険因
子である骨密度を利用し，骨密度が 70%以下を骨密
度 (1)，それ以外を骨密度 (0)，FRAX指標が Trueを
FRAX(1)，それ以外を FRAX(0)とした各々の組み
合わせを真値とした．男女別の骨折リスク予測マッ
プを Fig. 1に示す．
男性の骨折リスクが高い被験者 (FRAX(1)かつ骨

密度 (1))は，筋肉量と体脂肪率が低い傾向があるた
め，痩せ型の人は骨折リスクが高いことが見出せる．
女性は，Fig. 1の (b)の破線上部に着目すると，骨

折リスクの高い被検者は，脂肪量や筋肉量が少なく，
歩行能力が低いという特徴が見出せる．
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Fig. 1 : 男女別：骨折リスク予測マップ

5. まとめ
特定地域の疫学データに対して PCAを行い，骨

折リスク要因の抽出と骨折リスク予測マップを作成
し，骨折リスクの高い人の特徴を見出した．今後，他
の地域でも同様に実施し，地域性について検討する．
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